
通年実施

1-1-1 ３R学習の充実

小学校、中学校、高校、大学、町内会・自治会等

出前講座

イベント参加PR

1-1-2
担い手づくりに向けた

取組の推進
３R市民リーダーのイベント参加・活動支援

1-2-1

飲食店・スーパー・百

貨店等の事業者との協

働による取組の実施

・食べきり協力店制度の浸透（広報、HP等による

各店舗の取組み周知）

1-2-2

スポーツチーム・教育

機関等団体との協働に

よる取組の実施

ゼルビア古紙回収会

1-3-1 地域が行う取組の支援 地域リサイクル広場開催団体への支援

1-3-2
事業者が行う取組の支

援
・ＳＮＳ、環境広報誌などでのＣＳＲの周知

1-3-3
各種ツールを活用した

情報発信
SNS,YouTube配信

１２月 １月 ２月 ３月

2025年度事業計画スケジュール表（2025年度）

実施手法 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

市民、事業者

との連携を強

化し、協働に

よる取組を進

めます

ごみ減量サポーターへ

活動事例集作成・配布

保育園・幼稚園出前講座

小学校・中学校

・高校案内文送付

保育園・幼稚園出前講座実施

めしあがれキャンペーンの実施

（市内スーパーなどと協働）

年末年始食べきり

キャンペーンの実施

食育月間キャン

ペーンの検討

食育月間

キャンペーン

町田市バイオエネルギーセンターで

実施するイベント

ごみ減量サポーター全体連絡会

町田市バイオエネルギー

センター見学会

大学と連携した取組（容器包装プラスチック等の分別啓発方法）

ごみ減量サポーターへ

啓発資料送付

ごみ減量サポーター向

け講演会実施

廃棄物減量等推進員への

地域リサイクル広場の周知

広報誌

ごみナクナーレ発行

広報誌

ごみナクナーレ発行

フードドライブの周知

ゼルビア

マイボトルキャンペーン
ペスカ

マイボトルキャンペーン

ごみ減量サポーターへ

啓発資料送付

大規模へのCSRの周知

高校出前講座

オンライン講座

こどもマラソン

マイボトルキャンペーン

小学校、中学校・高等学出前講

新規地域リサイクル広場開催団体の支援

地域リサイクル広場定期開催団体・不定置開催団体への開催支援

町田市バイオエネルギーセンターで

実施するイベント

大規模へのフードドライブの周知
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重点
通年実施する

取組項目

◎ 2-2-1
プラスチックごみの発

生抑制

◎ 2-3-1
リデュース・リユース

の推進

2-3-2 リサイクルの推進

2-4-1
家庭系ごみ処理手数料

の見直しの検討

◎ 2-1-1 生ごみの発生抑制

2025年度事業計画スケジュール表（2025年度）

取組施策 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

家庭系ごみ

の減量を進

めます

・フードドライブの周知

・フードドライブの受け取り窓口の拡充

・生ごみの自家処理方法の調査、分析、情報発信

・フードシェアリングサービスの周知

◎ 2-2-2
プラスチックごみの資

源化の推進

審議会（7月）

（仮称）第2次町田市食品ロス

削減推進計画骨子説明・検討

審議会（11月）

（仮称）第2次町田市食品ロス

削減推進計画素案説明・検討

周辺自治体の情報収集・分析

町内会・自治会向け説明会

各市民センター等での説明会
容器包装プラスチッ

ク専用袋配布

各種媒体による周知・啓発

家庭用生ごみ処理機の補助制度要綱見直し デジタルサイネージ等で発信

SNSでの情報発信

マイボトル

キャンペーン

マイボトル

キャンペーン

マイボトル

キャンペーン

収集対象地区小学校・学童保育クラブへ

の出前講座

子ども用リユース品事業の実施検討・実施

まちだごみ情報紙で周知

廃棄物減量等推進員を通

じリサイクル広場の周知

廃棄物減量等推進員を通じた

リサイクル広場の周知

雑がみ啓発の検討 雑がみ資源化の啓発

小売店の情報収集・情報発信

仮）ECO to フェスタ

でリサイクル広場パンフ

レットの配布

リサイクル広場パンフレットの

公共施設への布置

SNSでの周知
町田市ごみ分別アプリでの周知

審議会（2月）

（仮称）第2次町田

市食品ロス削減推進

計画案確定



重点
通年実施する

取組項目

2025年度事業計画スケジュール表（2025年度）

取組施策 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

3-1-2 優良事例の公表・拡大

・まちだ３R賞を表彰した事業所等の情報周知

・まちだ３R賞表彰事業者へのインセンティブ検

討

3-2-1
公共施設から排出され

る事業系ごみの削減

3-2-2 事業系生ごみの削減
事業所訪問時に食品ロス削減やフードバンクに関

する情報提供

3-2-3
事業系紙類の減量・資

源化

内容物検査での資源化可能な紙類の混入に対する

指導

3-3-1
事業系ごみ処理手数料

の見直し検討

◎ 4-1-1

環境に配慮した新しい

ごみ焼却施設等の整

備・運営

・町田市バイオエネルギーセンターでの効率的な

エネルギー回収

・燃やせないごみに含まれる資源化物の選別精度

モニタリング

4-1-2
生ごみのバイオガス化

施設の整備・運営
・バイオガス化施設の効率的なエネルギー回収

4-1-3 資源化施設の整備

・相原地区資源ごみ処理施設整備：自然環境調査

・上小山田地区資源ごみ処理施設整備：施設計画

位置の再検討

4-2-1 収集体制の見直し ①・「週5日収集への変更」の検討

・清掃工場内における事業系一般廃棄物の内容物

検査の実施

・内容物検査体制等の継続的調整

適正排出に向けた取組

の推進
3-1-1◎

事業系ごみ

の減量を進

めます

許可業者対象

説明会実施

周辺自治体の情報収集・分析

全庁への啓発・庁内向け広報紙等による周知（8月・2月）
全職員への研修の実施

講習会準備及び

許可申請手引きの見直し

モニタリングの実施（月次報告会は月１回 開催）

試運転及び発酵槽立上げ開始

2023年11月4日に火災発生のため、

バイオガス化施設停止中、6月末復旧予定

通常運転開始 モニタリングの実施（月次報告会は月1回 開催）

資源化品目の抽出

・施設計画位置の決定

調査項目の整理、学識経験者等との調整

契約準備

自然環境調査実施

他部署との調整

契約に向けた諸条件の整理

契約準備 計画位置の再検討

CSRの周知

大規模事業所の指導及び情報提供

講習会の準備

（廃棄物管理責任者・一般事業所）

上旬 一般廃棄物講習会

不適正搬入事業者への訪問指導の実施

講習会に向けた情報収集・検討（市内事業所向け講習

まちだ３R賞制度の検討及び周知準

申請受付

上旬 審査委員 下旬 賞状贈式

インセンティブ検討

申請請事業所現地確認及び準備

HP等紹介
賞状贈呈式準

インセンティブ検討

少量排出事業者登録時に食べきり協力店申請案内

大規模事業所立入時 情報提供

方針検討（週5日収集）

審議会で報告 審議会で報告

【ごみ収集支援システム))・

仕様及び契約方法検討

【ごみ収集支援システム】

・業者選定

【ごみ収集支援システム】

・機器搭載・稼働

・事業者向け説明会実施

【ごみ収集支援システム】

・収集ルートのデータ蓄積と分析

・提出書類の電子化

【ごみ収集支援システム】

・市民公開機能試験運用（一部地域）

・相互応援機能試験運用



重点
通年実施する

取組項目

2025年度事業計画スケジュール表（2025年度）

取組施策 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

◎ 5-1-1
災害時等のごみ処理に

関する計画の見直し

5-1-3 応援・受援体制の整備

5-2-1
高齢者等に対応した収

集体制の検討

①・資源物の戸別収集の検討

②・ふれあい収集事業見直しの検討

5-3-2
不法投棄防止対策の推

進
①・パトロール実施

5-3-3 まちの美化の推進

・美化推進キャンペーン（指定区域内の町内会・

商店会との協力によるキャンペーン）

・美化推進キャラバン（市内各駅周辺で職員が行

う。）

・職員巡回指導（町田駅周辺）

・SNSを活用した周知啓発

5-3-4
持ち去り行為防止対策

の推進

①・パトロール実施

①・町内会・自治会への呼びかけ

5-3-1
不用品の違法回収防止

対策の推進

・新たな資源化品目の調査研究

・指導体制の運用

②・広報媒体による利用未然防止の啓発

・災害時の適正排出に関する周知（SNSを活用し

た周知）

◎ 4-3-1 資源化の拡大

5-1-2 災害時等の教育・訓練

社会的課題

への対応を

強化します

ごみゼロの

日に合わせ

て夜間パト

ロール

全国地域安

全運動週間

に合わせて

夜間パト

ロール

年末時期に

夜間パト

ロール

年度末期に

夜間パト

ロール

先進自治体の事例研究

行動マニュアルの修正

訓練事前研修

協定締結事業者に向けた災害廃棄物処理の勉強会
事業者情報の収集

資源化品目の抽出

他自治体等のヒアリング

SNSによる

情報発信

職員巡回（4～3月）

南町田

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

多摩境

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

町田

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

玉川学園

(ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

相原

(ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

つくし野

(ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

すずかけ台

(ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

鶴川

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)
町田

成瀬

(ごみｾﾞﾛﾃﾞｰ)

南町田

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

多摩境

（ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

町田

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

鶴川

(ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)

町田

成瀬

町田

（ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

町田

（ｷｬﾗﾊﾞﾝ)

家庭用生ごみ処理機一次生成物の回収方法調整 リサイクル広場回収品目拡大

指導体制の運用及びSNSなどにによる啓発

災害時のごみの適正排出に関する周知

ホームページの修正

ECOまちだへ記事掲載
SNS記事（防災の日）

（台風19号）

SNS記事

（東日本

大震災）

SNS記事

（能登半島地震）

②現行制度の実施

①要否の検討

②高齢者支援センターとの協議

SNS
「資源とごみの収集カレンダー」に啓発記事掲載

SNS自治会・町内会回覧 広報紙「ECOまちだ」


